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令和４年度

令和３年度

開催回 月日 論点・確認事項 承認事項

第１回
令和３年９月３日

［WEB開催］

・検討会設置要領（案）
・土砂流出対策と砂防施設計画の整合性
・遊砂地水理模型実験計画

・検討会設置要領 【承認】
・遊砂地水理模型実験計画

第２回

令和３年１２月９日
［対面・実験視察］
つくば市 建設技術研究所

研究センターつくば

・第１回検討会を踏まえた対応案
・遊砂地水理模型実験の実施状況（経過報告）

－

第３回
令和４年３月１４日

［WEB開催］

・特定緊急砂防事業に係る土砂・洪水氾濫対策計画
・新川、五福谷川、内川遊砂地の構造について
・次年度以降の検討会スケジュールについて

・土砂・洪水氾濫対策計画に係る
砂防施設配置計画 【承認】

・新川、五福谷川遊砂地施設構造 【承認】
・令和４年度検討会方針

開催回 月日 論点・確認事項 承認事項

第１回
（第４回）

令和４年７月２９日
［対面・現地視察］

丸森町 丸森まちづくりセンター

・内川遊遊砂地の構造について
・遊砂地低水路構造について

・内川遊砂地施設構造 【承認】
・遊砂地低水路の検討方針

第２回
（第５回）

令和４年１１月８日
［対面・実験視察］
つくば市 建設技術研究所

研究センターつくば

・低水路構造における検討、実験検証状況
・遊砂地等維持管理計画について （経過報告）

・遊砂地低水路構造【承認】

第３回
（第６回）

令和５年３月２日
［対面］

仙台市 東北地方整備局

・遊砂地構造の最終確認について
・遊砂地等維持管理計画（案）について
・今後の検討会スケジュールについて

・内川、新川、五福谷川 遊砂地構造決定
・遊砂地維持管理計画（案）
・令和５年度以降の検討会方針

［令和６年度まで適宜開催］
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審議事項

① 水理模型実験を踏まえた遊砂地構造の最終確認について

＜審議ポイント＞

内川遊砂地（右岸スリットを撤去し中央スリットを6mから9mに変更）の土砂捕捉効果検証

遊砂地が満砂した場合の安全性評価

各遊砂地構造の最終確認

② 遊砂地等維持管理計画（案）について

＜審議ポイント＞

維持管理計画の基本方針、管理基準、点検項目 等

③ 今後の検討会スケジュールについて

＜審議ポイント＞

次年度以降の開催時期や開催頻度、報告内容 等

令和４年度 第３回技術検討会での論点・確認事項 （審議テーマ）



東北地方整備局
宮城南部復興事務所

１） 水理模型実験を踏まえた遊砂地構造の
最終確認について
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新川遊砂地の最終構造

平面図

・低水路
常時の流水を河道中央に集め、流況
改善と土砂排出を促進するために配置

・人工地山
企業土地への影響回避

・袖形状修正
右岸地山への延長・嵌入を廃止
し堤防付近で止める

・町道
地元要望を踏ま
え線形修正

・町道
地元要望を踏ま
え線形修正

・右岸側管理道
地元要望を踏ま
え廃止

・床固工左岸
側壁の絞り込みをなくし、垂直壁
の水通し幅を低水路に合わせる

縦断図

床
固
工

帯
工
１

帯
工

２

帯
工

３

帯
工

４

帯
工

５

砂
防
堰
堤

・堰堤根入
低水路構造に合
わせ形状を修正

・帯工根入
低水路構造に合
わせ形状を修正

・床固工根入
低水路構造に合
わせ形状を修正

・遊砂地護岸
低水路構造に合わせ
根入形状を修正

・遊砂地低水路
低水路を計画

（補足）
塗りつぶし着色の内容は過去の技術
検討会での意見を踏まえた修正内容



東北地方整備局
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新川遊砂地の最終構造

砂防堰堤平面図
企業土地への掘削影響
回避のため人工地山と
する

右岸袖延長を短縮し、
端部は人工地山構造と
する

低水路構造と合わせた
スリット配置

スリット
5×2.5×1門、3×1.5×2門 計3門

低水路構造に合わせ越
流部根入を修正

人工地山は非越流部と同様の
INSEM構造とし、非越流部と一体
的に施工できるように壁面材を
配置

（補足）
塗りつぶし着色の内容は過去の技術
検討会での意見を踏まえた修正内容

砂防堰堤正面図
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平面図
・低水路
常時の流水を河道中央に集め、流況の改
善と土砂排出を促進するために配置

・低水路上流部の拡幅
床固工下流部での流況改善のため、低水路
を拡幅（B=8ｍ⇒B=23.8ｍ）して配置

五福谷川遊砂地の最終構造

・低水路
砂防堰堤下流～河川区間に
低水路（B=10m）を配置

：管理用道路・管理ルート

砂防堰堤透過型

上流床固工

帯工1

帯工2

帯工3

帯工4
帯工5

帯工6

縦断図
・遊砂地低水路
低水路を計画

・堰堤根入
低水路構造に合
わせ形状を修正

・帯工根入
低水路構造に合
わせ形状を修正

・床固工(前庭保護工)
根入と形状を低水路構造に合わせて修正

・低水路の配置
砂防堰堤下流～河川区
間に低水路を配置

・床固工（前庭保護工）
低水路を拡幅（B=8ｍ⇒B=23.8ｍ）に
よる形状変更

（補足）
塗りつぶし着色の内容は過去の技術
検討会での意見を踏まえた修正内容
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五福谷川遊砂地の最終構造

砂防堰堤工

スリット：8×3.5×1門、2.5×2.0×4門 計5門

低水路の配置
B=10m・h=0.3ｍ

低水路構造に合わせ
非越流部根入を修正した

低水路の配置
B=10m・h=0.3ｍ

（補足）
塗りつぶし着色の内容は過去の技術
検討会での意見を踏まえた修正内容
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五福谷川遊砂地の最終構造

上流床固工

・低水路上流部の拡幅
床固工下流部での流況改善のため、低水路
を拡幅（B=8ｍ⇒B=23.8ｍ）して配置

・床固工(垂直壁)
根入を低水路構造に合
わせ形状を修正

・床固工(垂直壁)
根入を低水路構造に
合わせ形状を修正

・床固工
根入を低水路構造に合わせ形状を修正

・床固工
根入を低水路構造に合わせ形状を修正

（補足）
塗りつぶし着色の内容は過去の技術
検討会での意見を踏まえた修正内容
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内川遊砂地の最終構造

宅地

宅地

宅地 宅地

宅地

・人工地山
地すべり地形のため
人工地山で嵌入を確保

・護岸工
左岸の県道45号に影響しないように
護岸工で保護を計画

・築堤
右岸側はＨＷＬ＋余裕高
の高さまで築堤で保護

・落差工
遊砂地として土砂の捕捉
容量を確保するため上流
端に落差工を配置

管理用通路

・すり付け工
宅地がある右岸側は
護岸工で保護

・管理用道路
下流から進入し堰堤を乗
り越えて堆砂敷に接続

・低水路
遊砂地内から擦り付け工区間にかけて、
常時の流水を河道中央に集め、流況の
改善と土砂排出を促進するために配置

平面図

・下流左岸側
地すべり対策工が
あるため改変しな
いように計画

（補足）
塗りつぶし着色の内容は過去の技術
検討会での意見を踏まえた修正内容
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内川遊砂地の最終構造

縦断図

• 2.0m以上の根入れを確保
• 必要水叩き厚で最終的な

深さを決定

• 計画堆砂勾配：1/240
• 計画河床勾配(1/120)の1/2勾配

• 計画河床勾配1/120
• 現況河床勾配の1/2
• 勾配は水理模型実験結果

より、最適な値で設定

• バックホウ等による除石・除木
管理時のみ仮設坂路を設置

• 河道中央に低水路
• 遊砂地内は計画河床勾配に合

わせて設置
• 下流は擦り付けのためLEVEL

（補足）
塗りつぶし着色の内容は過去の技術
検討会での意見を踏まえた修正内容
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内川遊砂地の最終構造

堰堤正面図

・右岸側は築堤護岸でHWL＋余裕高までを
保護するとともに嵌入量を確保

・築堤を利用して管理用道路も設置
・左岸袖は地すべり地
帯に影響を与えないよ
うに人工地山で嵌入

・側壁護岸工
標準的なもたれ式を採用 ・つま先部補強

水叩き工の低水路に合わせて堰堤つま
先部をコンクリート置換えで補強

・低水路
水叩きにも流況改善のための低
水路を設置

垂直壁正面図
・低水路
水叩きから下流へ接続できるよ
うに低水路を設置・側壁護岸工

標準的なもたれ式を採用

・擦り付け護岸工
下流側は現況河道への擦り付
けのため護岸工で渓岸を保護
（右岸側のみ）

・左岸側は地形が凹み地に
なっているため、垂直壁天
端に合わせて盛土

（補足）
塗りつぶし着色の内容は過去の技術
検討会での意見を踏まえた修正内容



東北地方整備局
宮城南部復興事務所

２） 遊砂地等維持管理計画（案）について
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東北地方整備局
宮城南部復興事務所

内川流域砂防施設維持管理計画（案）

＜ 目次 （項目立て） ＞

１．要求される機能

⇒  基本方針・各砂防施設の諸元

２．管理基準

⇒ 除石管理ライン及び除石頻度の設定

３．点検項目・方法

⇒ モニタリング手法・健全評価（対策の判断基準）

４．除石搬出方法

⇒  搬出・運搬ルート計画・搬出概算費用

５．対策工法の事例

⇒  砂防堰堤・遊砂地における修繕対策事例

６．計画の持続・改善

⇒  ＰＤＣＡサイクルに基づく対応方針

遊砂地等維持管理計画（案）について

内川流域砂防施設維持管理計画（案）の項目は下記を予定していますが、今回の検討会では「要求される機能」、「管理基準」及び、
「点検項目・方法」について審議させていただきます。

除石搬出方法や対策工の事例は参考資料として他事業の事例を集約。管理基準は一つの指標として示すものであり、その指標の
妥当性は次年度以降の土砂動態のモニタリング結果を踏まえ検証する予定です。（次年度以降の継続審議）
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維持管理計画の範疇

維持管理計画（案）の検討対象は、特定緊急砂防事業で設計・施工される砂防
堰堤を基本とします。なお、土石流対策施設は、既存の維持管理計画に準ずる
こととし、本計画の対象外とします。
除石管理計画は、遊砂地工、除石管理行う必要がある砂防堰堤工とします。
流木の流入が想定される施設は、流木の影響も加味します。
除石計画は、遊砂地工とし、他の施設は掘削土砂の取り扱いなどは遊砂地工
に準ずるものとします。

要求される機能

【要求される機能①】
計画規模等の出水時に、上流域から流入した土砂を捕捉・貯留する機能を有す
る施設であること。

【要求される機能②】
低水路の機能が適切に維持されること。計画規模相当の土砂流出時における
土砂・洪水氾濫被害を最小限に留めること。

点検項目・方法

砂防関係施設の点検、健全度評価等について、維持管理計画（案）に具体的な
記述がある場合を除き、「砂防関係施設点検要領（案）、令和４年３月」に準拠し
て実施することとします。

審議事項

参考資料

今後の検討方針



東北地方整備局
宮城南部復興事務所遊砂地等維持管理計画（案）に基づく実施内容
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項目
遊砂地

内川遊砂地 五福谷川遊砂地 新川遊砂地

要求される機能

① 機能１

洪水時に土砂を一時的に捕捉・貯留し、下流河道への土砂流出量を調節する機能を有し、下流域での土砂・洪水氾濫を防止する。

② 機能２

・低水路の機能が適切に維持されること。
・計画規模相当の土砂流出時における土砂・洪水氾濫被害を最小限に留めること。

管理基準

① １次基準 （低水路の土砂堆積）

低水路の機能維持を図るため、低水路の機能が阻害されていることが確認された段階で除石を行う。
概ね低水路の1/3以上の区間に土砂が堆積している状態。

② ２次基準 （遊砂地内の土砂堆積）

一定規模の土砂流入により遊砂地内に
15,000m3程度の土砂堆積が確認される
段階で緊急除石を行う。
概ね1/10年規模の出水後の状態に相当
する。

② ２次基準 （遊砂地内の土砂堆積）

一定規模の土砂流入により渓流保全工
や遊砂地内に6,000m3程度の土砂堆積が
確認される段階で緊急除石を行う。
概ね1/10年規模の出水後の状態に相当
する。

② ２次基準 （遊砂地内の土砂堆積）

一定規模の土砂流入により渓流保全工
や遊砂地内に2,500m3程度の土砂堆積が
確認される段階で緊急除石を行う。
概ね1/10年規模の出水後の状態に相当
する。

点検項目・方法

（定期点検）

１） 堆砂状況は、目視により出水期前後 （5月、11月） に実施する。
２） 土砂堆積量は、UAV等により年１回 （11月） に計測を実施する。
３） 堆積土砂の質は、堆積土砂をサンプリングし、粒度分布試験を実施する。

点検項目・方法

（臨時点検）
１） 堆砂状況、性能の劣化は目視により一定規模の出水後に実施する。
２） 堆積土砂の量、質は必要に応じて実施する。 （定期点検と同様の方法による）

点検項目・方法

（詳細点検）
定期点検または臨時点検により、機能低下や性能の劣化が確認された時点で応急対策の検討を行う。



東北地方整備局
宮城南部復興事務所計画の持続・改善
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本維持管理計画（案）は、多くの仮定を設定した上で、除石等を実施する管理基準値等を提案しました。

多くの仮定は、現時点の調査結果や各種の専門的な知見を基に、技術検討会の検討を踏まえて設定されたものです。

現在の内川流域の土砂流出環境は、大規模な土砂生産・流出現象を発生させた「短期」に区分される「令和元年東日本台風災害」に引
き続く、土砂流出量が平時に比べて多い期間である「中期」に区分される段階にあります。

流域内の土砂流出環境は、時間の経過とともに変化していきます。このため、現時点では問題が発生していない箇所、区間や小流域で
土砂移動に起因した問題が発生することも十分に考えられます。

これらの問題を把握し適切に対処するためは、流域内の土砂流出環境の変化を把握しておくことが重要です。

維持管理計画（案）に記述した定期的な点検や調査に加え、土砂動態に関するモニタリングも合わせて実施することで、提案した維持管
理計画（案）の精度の向上を図り、今後、宮城県に施設等の維持管理を引き継ぐに時点には、「内川流域砂防施設維持管理計画」とした
いと考えます。

この目標を達成するための「PDCAサイクル」を提案します。

•分析

•比較検討

•基準値の見直し

•点検計画の修正

•モニタリング項目

•点検

•モニタリング

•維持管理計画

Plan Do

CheckAct
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３） 今後の検討会スケジュールについて
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今後の土砂・洪水氾濫対策技術検討会のスケジュールについて

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

模型制作 模型解体

維持管理計画

検討会開催スケジュール

事業スケジュール等

令和5年度 令和6年度

モニタリング

模型制作・撤去

実験

新川遊砂地

五福谷川遊砂地

内川遊砂地

検証

実験計画

項目
令和3年度 令和4年度

住民説明会

（新川・五福谷川）

住民説明会

（内川）

用地調査・補償協議

（新川・五福谷川）

用地調査・補償協議

（内川）

工事着手

第1回 第２回 第３回 第1 第２回 第３回

水理模型実験施設配置計画

実験計画

施設配置計画

遊砂地構造

（新川・五福谷川）

現地視察

遊砂地構造（内川）
低水路構造 遊砂地最終構造

維持管理計画

工事進捗状況

モニタリング結果

第1回

工事進捗状況

モニタリング結果

第1回

本検討会ではこれまでに、内川流域の砂防施設配置計画や水理模型実験等、「計画・設計段階」での技術的助言をいただいたところ
ですが、令和５年度から遊砂地の本格工事着手となり、「施工段階」へステップ移行となります。

今後の技術検討会については、工事を進める中で時の課題共有や進捗報告、また、事業期間中における土砂流出等のモニタリング
報告、維持管理計画の見直し等を主眼に年１回以上の開催を予定しています。

なお、今後の出水状況やモニタリング結果等から砂防施設計画の見直しが伴う場合などは、本検討会設置要領に基づき、適宜開催
することとします。

工事施工


